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4.研 究の概要

チオサリチル酸やチオリンゴ酸を配位子とする銀(り錯体はバクテリア、酵母や

かび類のいくつかに対 して特異的な抗菌活性を示す。配位子自身には抗菌作用

がなく、また銀(1)イオンには二種類のバクテ リアに しか抗菌作用を示さないの

で、有機配位子による銀(1)錯体形成により新 しい抗菌活性が発現 したといえる。

前年度に引き続き、本研究では銀(り一窒素結合や銀(り一酸素結合をもつ水溶性銀

(1)錯体で、幅広いスペクトルの抗菌活性もつ銀(り錯体を、分子設計により合成

することを目的としている。13種 類のアミノ酸配位子、11種 類の含カルボキ

シル基複素環配位子を検討 した結果、アミノ酸配位子の中ではヒスチジンおよ

びアスパラギン酸、また含カルボキシル基複素環配位子の中ではピロリドンカ

ルボン酸およびオキソテ トラヒドロフランカルボン酸が本研究で目的とする広

いスペクトルの抗菌抗カビ活性を示す水溶性銀(1)錯体を形成することがわかっ

た。これらの錯体の中で4個 の銀(1)錯体について、X線 結晶構造を決める事が

出来た。固体状態および溶液中の構造の違いを(13Cお よび,sN)NMR測 定から

も調べた。構造と抗菌性の関係を考察 した。銀(1)錯体の抗菌活性のスペク トル

は銀(り錯体の配位子交換性と密接に関係 していることを明らかにした。
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